
第4回パーソントリップ調査（平成13年実態調査） 







「どのような人」が「どこから」「どのような目的で」「いつ」動いているか 「どのような交通機関を利用して」動いたのか 
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対象市町村 
 

・愛知県（32市38町4村） 
・岐阜県（15市25町） 
・三重県（5市9町） 
 
（H16年3月現在） 

三重県 

岐阜県 

愛知県 愛知県 

凡例  

第4回調査圏域 

第1回調査圏域 

・移動の際に利用する交通手段としては、鉄道、バス、自動車、二輪(自転車、原付･自動二輪車)、徒歩､その

他(飛行機や船など)があります。 

・1つのトリップの中でいくつかの交通手段を用いている場合､そのトリップの中で利用した主な交通手段

を代表交通手段とします。 

・代表交通手段の集計上の優先順位は、鉄道→バス→自動車→二輪(自転車、原付･自動二輪車)→徒歩の

順となっています。下の例では鉄道が代表交通手段となります。 
交通手段は 
代表交通手段で 
考えています 

ひ と く ち メ モ  

△△駅 ○○駅 

自宅 △△バス停 会社（勤務先） ○○駅 徒歩 徒歩 鉄道 バス △△駅 ××バス停 

端末交通手段 
（徒歩） 

端末交通手段（バス） 

代表交通手段（鉄道） 



●中京都市圏の将来人口の予測 
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●中京都市圏の将来免許保有の予測 
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注）免許保有・非保有人口ならびに、免許保有率とも15歳以上を対象とする 
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●地震防災対策 
　強化地域（東海地震） 

…中京都市圏内の 
　地震防災対策強化地域 
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●わが国の部門別二酸化炭素排出量の推移 
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●部門別二酸化炭素排出量（平成12年度） 
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●交通目的構成の推移 

出勤 凡例 
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●年齢階層別交通目的構成 
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●高齢者トリップの推移 
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●代表交通手段別利用率の推移 
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車ばっかり使ってちゃ 
いけないとは思うけど、 
つい…。 
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凡　　例 

自動車利用割合 
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注1）第4回調査圏域における集計 

注2）ゾーン別発生集中量の代表交通手段に 

　    おける自動車利用割合 

注3）鉄道網：平成13年10月時点（調査年） 

参考　　　　　第1回調査圏域 

東海道新幹線 
ＪＲ在来線 

●地域別の自動車利用割合 

●公共交通利用トリップ数の推移 

注1）第1回圏域内の集計 
注2）代表交通手段における鉄道、バスのトリップ数の推移 
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